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Ⅰ．⽴命館⼤学校友会未来⼈財育成奨励⾦（団体⽀援）について 

⽴命館⼤学を通じて出会った友⼈・先輩・後輩らと⼀緒に、チャレンジしたい活動はありませんか︖ 
校友会未来⼈財育成奨励⾦（団体⽀援）は、そんな皆さんを⽀援する制度です。本制度は、校友（卒業⽣）からの寄付であ

る「校友会未来⼈財育成基⾦」が奨学⾦の原資となっており、後輩の皆さんへ、「⾃らの可能性をひろげ、積極的にチャレンジして
ほしい」との期待が込められています。 

このような時期だからこそ⾏える活動を創出し、学部・研究科、回⽣、キャンパスを超えた多くの団体がチャレンジすることを期待して
います。 

 
これまで受給した団体の学⽣からはこんな声をもらっています︕ 
 
●他の団体学⽣・校友（⽴命館⼤学の卒業⽣）の⽅と繋がることができる︕︕  
 ・異なる⽬的や⽬標に向かってチャレンジしている学⽣たちを意⾒交換することで、⾃分の視野が広がる 
 ・報告会等で校友の⽅らかアドバイスやコメントをもらうチャンスがあり、もう⼀歩先に進める⽅法を学ぶことができた 
●成果発表の舞台がある︕︕ 
 皆さんの取組みを校友会の企画や、交流会・成果報告会で発表し、⾃⾝の活動の振返りや、参加された⽅からフィードバックをも  
 らい、より良い活動にしていくための気づきをえることができる 
 

Ⅱ．スケジュール・出願書類 

募集期間 2025 年 5 ⽉ 16 ⽇（⾦）〜5 ⽉ 28 ⽇（⽔） 

出願書類 
（データのみ） 

◆すべての団体の提出が必要な書式 
（様式1） 願書     
（様式2） メンバー表  
（様式3） 活動計画書 
（様式4） 経費⾒積書 
（様式5） 専任教職員推薦所⾒ 
         ※教職員に作成いただいたものをコピー&ペイスト等で貼り付けてください。 
（様式6） ⾯接選考に関わる⽇程調整票 
 
◆対象となる団体のみ提出(記⼊)が必要な書式 ※2021年度以降に出願実績がある団体のみ 
（様式7） 過年度までの総括と今年度の⽬標について 
 
◆対象となる団体のみ、提出（記⼊）が必要な書式 ※追加資料がある団体のみ 
（様式8） 活動実績資料添付⽤表紙 
 

あなたたちの「挑戦」は、あなたたちを必ず強くする。 そして、未来を切り拓く。 

「立命館の挑戦が日本の未来への挑戦になる」。私はそう確信しています。 

立命館大学校友会は、自ら挑戦し、新しい未来を切り拓く「みなさん」を応援します。 

 

立命館大学校友会 会長 門川大作 

〜「グループで学びたい︕チャレンジしたい︕」をカタチにする〜 
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※データのみでの受付となります。 
 

出願⽅法 
（データのみ受付） 

下記URL より出願してください。 
URL: 

https://cw.ritsumei.ac.jp/campusweb/SVA20D0.html?key=SUR202504
16105348768256947 

≪注意事項≫  
・出願書類は全て⽇本語または英語にて作成してください。根拠資料等で⽇・英以外の⾔語の場合
は、翻訳（⽇）をつけて提出すること。 
・様式 5「専任教職員推薦所⾒」は、必要に応じ教職員への依頼や承諾に関わるメール等を確認さ
せていただくことがあります。 
 

選考⽅法 書類選考および⾯接（Web ⾯接）にて採⽤団体を決定します。 
※書類選考通過者のみ、⾯接を⾏います。 

書類選考結果発表 2025 年 6 ⽉ 24 ⽇（⽕）17 時 （manaba+R にて） 

⾯接選考 
（Web ⾯接） 

2025 年 7 ⽉5 ⽇（⼟）、6 ⽇（⽇） 
※⾯接⽇時は、上記「書類選考結果発表」時に併せて通知予定 

採⽤発表 2025 年 7 ⽉ 28 ⽇（⽉）17 時 （manaba+R にて） 

採⽤説明会 
（Web 開催） 

2025 年 7 ⽉ 29 ⽇（⽕）18 時〜（朱雀キャンパス） 
※採⽤説明会の参加をもって本奨励⾦の正式採⽤となります（参加必須）。 
正課授業、教育実習、介護等体験、⼤会参加等、特段の理由が無い限り、出席してください。出席
できない場合は事前に相談をしてください。無断⽋席の場合は、採⽤を取り消す場合があります。 

 
校友会未来⼈財育成奨励⾦（団体⽀援）の出願は年に１回のみの予定です。出願に関するお問合せは下記までお願いしま
す。 

■ 学⽣オフィス（⾐笠）（研⼼館2 階）        TEL 075-465-8167 
■ 学⽣オフィス（BKC）（セントラルアーク 1 階）   TEL 077-561-3920 
■ 学⽣オフィス（OIC） (A 棟1 階AS 事務室）  TEL 072-665-2130 

問合せ時間 9︓30〜17︓00（⼟・⽇・祝⽇除く） ＊11:30〜12:30 は閉室  ＊⽕曜⽇のみ 12:30〜17:00 

 
※スケジュールの⽇程変更が⽣じる場合は、「奨学⾦・助成⾦HP」にてお知らせします。 

https://www.ritsumei.ac.jp/scholarship/extracurricular/list01.html/#mirai-jinzai 
 

 

 

「立命館大学校友会」「立命館大学校友会未来人財育成基金」について、以下より確認のうえ、本奨学金制度の主旨を理解し

た上で出願してください。 

・立命館大学校友会  

 ・立命館大学校友会未来人財育成基金  

 

出願前に・・・ 
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Ⅲ．概要・出願資格 
１．奨励⾦の概要                                       

（1）⽬的 
本奨励⾦は、正課外活動において、本学の学⽣・院⽣が主体となったグループでの多様な学びについて⾼い成果が期待される場合、

本学学⽣の活動経費の⼀部を助成することにより、⾃主的な学習活動の活性化をはかることを⽀援することを⽬的とします。 
 
（2）採⽤数 
 予算の範囲内で採⽤団体数を決定します。 
 
（3）申請区分 

本奨励⾦の申請にあたっては、SDGｓ（持続可能な開発⽬標）※1 の 17 の⽬標のいずれかに⾃団体の申請内容が結びついて
いることが必要となります。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考）国連開発計画（UNDP）駐⽇代表事務所HP 

https://www.jp.undp.org/content/tokyo/ja/home/sustainable-development-goals.html 
  

SDGｓ（持続可能な開発⽬標）の１７の⽬標 

１．貧困をなくそう  

２．飢餓をゼロ  

３．すべての⼈に健康と福祉を 

４．質の⾼い教育をみんなに 

５．ジェンダー平等を実現しよう  

６．安全な⽔とトイレを世界中に  

７．エネルギーをみんなに そしてクリーンに  

８．働きがいも経済成⻑も  

９．産業と技術⾰新の基盤をつくろう  

１０．⼈や国の不平等をなくそう  

１１．住み続けられるまちづくりを  

１２．つくる責任 つかう責任  

１３．気候変動に具体的な対策を  

１４．海の豊かさを守ろう  

１５．陸の豊かさも守ろう  

１６．平和と公正をすべての⼈に  

１７．パートナーシップで⽬標を達成しよう 
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活動例 ※正課および正課ゼミ・⾃主ゼミでの活動は対象外です。 
 
・ 地域社会の問題解決やコミュニティづくり集団として参加し、さらにそれを深め発展させようとしている。 
・ 学部や全学的な学習で学んだ特殊な知⾒や技術（情報技術、理系の知識と技術、観光、教育、福祉、スポーツ、法律

など）を⽤いて仲間とともに集団で学内、地域のコミュニティづくりに貢献し、さらにそれを深め発展させようとしている。 
・ 仲間とともに集団で、キャンパス内の学⽣⽣活の質を向上させるための活動に参加している。 
・ 国際社会への平和貢献や地域連携の取り組みに仲間とともに集団で参加し、社会に発信する活動をすすめている。 
・ 学部ゼミの仲間とともに、学部学⽣⾃らが⾃主的にゼミ内容とは別の新たな学びの⽬標をもって活動している。 
・ 学部または全学的な学習の経験をもとに、それを発展させ、または新たなプロジェクト型活動を⽴ち上げて集団的な学習活

動を⾏っている。 
・ 学部の専⾨性を活かして仲間とともに地域貢献、社会貢献活動を⾏っている。 

 
（4）奨励⾦額/⽅法等 
・奨励⾦額︓新規団体 年額 15 万円・30 万円・50 万円 
      継続団体 年額15 万円 

※新規出願は2021年度以降今回の出願が初めての団体、継続出願は 2024年度に採⽤実績のある団体とする。 
※申請時に出願内容に適した⾦額を上記から選択してください。 
※奨励⾦額は査定により、出願時と異なる⾦額で採⽤される場合があります。 
 

・奨励⽅法︓奨励⼿続を完了した団体に対して、奨励が決定した集団に属する学⽣名義の銀⾏⼝座に⼀括で振り込みます。 
（⼿続完了後1 ヶ⽉を⽬処 ※学⽣オフィスの閉室期間を除く） 

※活動終了後、「成果報告書」の提出と併せて奨励⾦の使⽤状況について経費⼀覧を提出し、確認を受けることを義
務付けます。 
 

・併給条件︓団体に属する学⽣が、以下のいずれかの奨学⾦または奨励⾦を受給しており、出願書類に記載された活動⽬的が同⼀  
    である場合は、本奨励⾦との併給はできません。 

「⽴命館⼤学異⽂化交流助成⾦」 
「⽴命館⼤学Challenge 奨学⾦」 
「⽴命館⼤学アスリート・クリエーター育成奨学⾦」 
※出願時に他奨学⾦・助成⾦と併願をしていた団体については、それぞれの奨学⾦・助成⾦で必要な期⽇までに団 
体の意思を決定し、最終的に採⽤される助成⾦・奨学⾦について報告してください。本奨励⾦を辞退する場合には、  
団体から「辞退届」を提出いただきます。 
 

・その他  ︓本学では、課外活動における海外渡航について、外務省 海外安全ホームページ「海外安全情報」に応じてレベル2以 
上の国・地域への渡航は認めません。詳細は以下を参照にしてください。 

 
２．出願資格 

（1）本奨励⾦に出願できる団体は、次の①〜③すべてを満たす団体とします。 
①本⼤学の学部または研究科(修⼠課程、博⼠課程前期課程もしくは⼀貫制博⼠課程の 1年次もしくは 2年次または専⾨職

学位課程)に在学する正規⽣3 名以上を含んで構成されている団体であること。 
（給付時の資格が在学・留学のもの） 
※学部・研究科・回⽣等が多様な学⽣で構成されていることが望ましい。また、三役（代表・副代表・会計）が本学の学⽣・
院⽣で構成されていること。 

 
②本学専任教職員（任期の定めのない教職員）からの推薦を受けていること。 

※推薦者は、⽇常の活動において、指導・助⾔いただける⽅を選任してください。 
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（2）以下の団体は出願できません。 
①⽴命館⼤学正課外活動活性化・⾼度化助成（「重点強化助成」、「基盤助成」、「チャレンジ助成」に出願資格のある団体 
（学友会所属団体、学部プロジェクト団体、その他学⽣部⻑が認めた団体など） ※詳細は各募集要項を参照してください。 
 
②正課授業の団体(正課ゼミ、⾃主ゼミ、または正課の範囲のみで活動を⾏う団体など) 
 
③⽴命館⼤学学則第57 条による停学の懲戒を受けた学⽣が含まれる団体は、懲戒の期間が含まれる年度は出願することが 
 できません。 

※上記に加え、⼤学から資⾦⾯を含んだ⽀援を受けている団体（各部署や機関、組織に属する、または⽀援を受けている団 
体など）は対象外となる場合があります。事前に相談してください。 
 

Ⅳ．選考基準・⽅法 
選考基準 
（1）計画の具体性および実現可能性 
（2）活動⽬的の明確さ 

※経費⾒積書の内容により、計画の具体性・実現可能性を判断しますので、根拠等も明確に記⼊してください。⾒積書等の書 
類がある場合は、応募書類に添付してください。 

（3）活動成果の社会還元の⾒込み 
（4）(継続出願団体のみ)活動実績 
（5）(継続出願団体のみ)活動実績から⾒出された課題を解決するための⽅策と実現可能性 
 
選考⽅法 

書類選考および⾯接選考（WEB ⾯接）により、採否を決定します。 
※⾯接選考は、書類選考通過団体のみを対象とします。 

 
Ⅴ．奨励対象期間・費⽬  
奨励対象期間 

2025 年4 ⽉1 ⽇〜2026 年 3 ⽉ 31 ⽇  
※ただし、2025 年度末の学⽣オフィスが指定する期⽇（2024 年度は 2 ⽉28 ⽇）までに奨励⾦の使⽤状況について経費 

⼀覧を提出できる企画を対象とします。 
 
査定対象費⽬ 

（1）謝礼     （2）施設使⽤料  （3）交通費  （4）宿泊費  （5）備品費 （6）保険加⼊料 
（7）印刷費     （8）運搬費     （9）参加費  （10）その他学⽣部⻑が必要と認めた費⽬ 

   
※対象費⽬および条件は以下の表のとおりです。不明点がある場合、また採⽤後にやむをえない事情で追加購⼊が必要になっ 

た場合など、採⽤時に認められた内容と異なる執⾏をする際は、必ず事前に学⽣オフィスに相談してください。 
※以下の費⽬のうち、集団の構成員個⼈ごとに算出が可能なものについて、集団の構成員のうち本⼤学の学⽣以外の者のため 

の費⽤は、査定の対象とすることができません。 
※活動経費に係る領収書やその他の証憑は、提出を求める場合がありますので念のために保管しておいてください。領収書等の 

宛名は、個⼈名・記載なし・上様、ではなく、団体名で発⾏しておいてください。 
※以下の費⽬外であっても学⽣部⻑が必要と認めた場合は、査定対象とすることがあります。活動で⽣じた費⽤の領収書・明細等 

は、すべて保管してください。  
 

査定の対象費⽬ 内容・留意事項 
（1）謝礼 本務教職員︓10,000 円 兼務教職員・学外者︓30,000 円 

※本学学部学⽣・⼤学院⽣・⾮正規⽣、他⼤学学⽣は講師として助成できません。 
 

（2）施設使⽤料 施設使⽤料、調査・研究のために必要な公的施設の⼊場料等 
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（3）交通費 ★公共交通機関の利⽤を原則とし、経済的かつ合理的な経路および⽅法を基準として奨励⾦額を
算定します。 

※学割、または団体割引適⽤の⼿続きを⾏ってください。 
※１区間の乗⾞距離（乗換不可）が 100Km 以上の場合、⾃由席特急料⾦を助成します。 
※原則、出願キャンパスの最寄り駅を起点とします。ただし、合理的な経路であることが証明できる

場合は、領収書の⾦額に応じて奨励することがあります。 
※⾃宅〜出願キャンパス（拠点）までの交通費は対象外とします。 
※団体として上記起点駅からプロジェクト実施地までまとまって⾏動することを原則とします。メンバ

ーが複数キャンパスにまたがっている団体については、出願キャンパスに所属していない学⽣の移
動であっても出願キャンパスの最寄り駅を起点とします。 

※打ち合わせのためのキャンパス間移動については、その必要性と頻度を審査のうえ査定します。 
①⾃動⾞利⽤について 

⾃家⽤⾞の利⽤は禁⽌します。タクシーやレンタカーについても原則禁⽌ですが、備品運搬（⼤型
備品を除く）、交通の便が悪い会場を使⽤する場合などには利⽤を認めることがありますので、事前
に学⽣オフィスへ相談してください。なお、レンタカーの使⽤を許可する場合は、⾞輌代、保険加⼊料
（保険加⼊は義務とする）、⾼速料⾦、ガソリン代を助成対象とします。（駐⾞場使⽤料は対象
外）⾼速料⾦も公共交通機関と同様、キャンパス最寄りから⽬的地の最寄りまでを対象とします。 

②⾶⾏機利⽤について 
運賃に含まれる航空保険特別料⾦を含みます。LCC の荷物料、シートのグレードアップ費⽤、⾷事 
代等、オプションとして追加選択したとみなされるものは対象外とします。 

③海外での移動費について 
現地での移動費については、原則、公共交通関の利⽤分を査定対象とします。ただし、その他の移
動⼿段ついても安全性確保の観点などから利⽤を認めることがありますので、事前に学⽣オフィスへ
相談してください。※コロナ禍であるため、海外渡航を⾏う際は採⽤後に別途改めて確認させていた
だきます。 
 

（4）宿泊費 ①学外指導者・講師（本学に籍を置く教職員等を除く）︓1⼈1泊12,000円（税込み）程度を
⽬安とします。 
②学⽣︓1 ⼈1 泊7,000 円（税込み）程度を⽬安とします。 

※いずれも⾷費は除きます。 
※旅⾏パックを利⽤する際は⾷費、宿泊費、交通費などの内訳の添付を義務付けます。 
 

（5）備品費 団体の活動備品については、レンタルを推奨し、原則、購⼊は認めません。 
※ただし、レンタル等が困難であり購⼊が必要な場合は審査により、助成対象とする場合があり 

ます。出願時に経費⾒積書とあわせて様式8 を添付し、「使途、必要性、⽇常の管理⽅法、 
活動後の保管⽅法」について説明してください。 

※本学図書館が所蔵する資料の購⼊は助成対象としません。書籍等を購⼊する前に本学図書館
の所蔵の有無を確認してください。 

 
（6）保険加⼊料 企画参加者の保険加⼊料等（イベント開催時の⼀般参加者を対象とした保険加⼊料等） 

※団体のメンバーは、「学研災付帯賠償責任保険（学研賠）」に⼤学が加⼊します。指定の期⽇ま
でに提出した奨励対象メンバー（本学学⽣・院⽣）に基づき加⼊します。 

（7）印刷費 採⽤年度内に使⽤するものを対象とします。（広報チラシ、レジュメ、年間活動をまとめた報告書等） 
 

（8）運搬費 ⼤型備品の運搬費等。 
※郵便や宅急便等の配送費は原則、査定対象外とします。 

 
（9）参加費 学会やセミナー等に参加する際の参加費を対象とします。 

※懇親会、交流会等の参加費は査定対象外とします。 
 

（10）その他 その他、学⽣部⻑が活動・企画実施に必要と判断するものを査定対象とします。 
※原則、消耗品購⼊は認めません。（団体の名刺、ペン、紙、ノート、ファイル等）。 
※（1）〜（9）の費⽬以外で購⼊が必要なものがある場合は、出願時、経費⾒積書に「使途、必
要性、⽇常の管理⽅法、活動後の保管⽅法」について記載してください。 
審査により、査定対象とする場合があります。 
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査定対象とならないものの例 
（1）飲⾷費、交際費（⼿⼟産代、懇親会参加費等） 
（2）本学教職員の個⼈に関わる費⽤（講師謝礼を除く） 
（3）本学学部学⽣以外（本学⼤学院⽣や他⼤学学⽣等）の個⼈に関わる費⽤（講師謝礼を除く） 
（4）企画参加者・関係者等に提供、消費される景品や参加賞等 
（5）公共交通機関の指定席特急料⾦、学割・団体割引が適⽤されていない料⾦の差額分、等級の⾼い船やフェリーの乗⾞料⾦ 
（6）オプションとして追加選択したもの・別でついてくるもの、その他オプションとみなされるものなど 

（例︓LCC の荷物料、シートのグレードアップ費⽤、⾷事代等） 
（7）各種⼿数料（例︓送料・振込⼿数料等） 
（8）郵便や宅急便等の配送費、通信費 
（9）本奨励⾦以外の助成や経済的⽀援の重複部分 
 
Ⅵ．採⽤後の権利・義務 
１．採⽤された団体の権利 
（1）本学の施設・備品の利⽤ 
（2）学内での取り組みに関わる広報など（広報が可能な範囲はキャンパスによって異なりますので、事前に確認してください。） 
 
２．採⽤された団体の義務                                           

採⽤団体は、他の学⽣の模範となるよう努めるとともに、活動の成果を他の学⽣に積極的に公表、還元してください。 
また、以下を義務付けています。その他、⼤学が必要と判断した場合には都度、⾯談や提出書類を求める場合があります。 

（1）採⽤説明会への参加（7 ⽉29 ⽇） 
（2）奨励対象メンバー提出/出⾦申請の対応（8 ⽉末締切予定） 
（3）中間報告会への参加（10 ⽉18 ⽇＠国⽴京都国際会館） 
（4）成果報告書・ポスター等の提出（2026 年2 ⽉中旬頃締切予定） 
（5）経費⼀覧書の提出（2026 年2 ⽉下旬〜3 ⽉上旬締切予定） 
（6）成果報告会への参加・発表（2026 年2 ⽉下旬）および⼤学から求められた場合の成果発表 
（7）三役の変更、助成対象メンバーに学籍異動が発⽣した際の報告（都度） 
（8）本学または校友会から求められた場合に、活動の計画、活動内容等について本学または校友会のホームページ等で公表す 

ること 
 
３．奨励⾦の使途について       

奨励⾦の使途について、経費⼀覧を学⽣オフィスに提出し、確認を受けてください。なお、奨励⾦に残額がある場合は、⼤学への戻 
⼊が必要です。※詳細の領収書等は求めませんが、内容が不透明なものに限り、証憑を求める場合がありますので、領収書等は 
控えを適切に保管しておいてください。 
◆学⽣オフィスへの提出締切 < 2025 年度末の学⽣オフィスが指定する期⽇（2026 年2 ⽉27 ⽇）まで > 
 

４．奨励⾦の取り消し 
奨励が決定した団体が以下のいずれかに該当するときには、助成を取り消すことがあります。また、取り消しとなった場合は、奨励⾦ 
の返還を求めます。 

（1）構成員の学⽣が停学または退学の懲戒を受けたとき。 
（2）出願書類等への虚偽記載など、不正の事実が判明したとき。 
（3）正当な理由なく、採⽤団体の義務を果たさなかったとき。 

以上 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー------------------------------------------ 
※1SDGｓについて 

「持続可能な開発⽬標（SDGs）」とは，2001 年に策定されたミレニアム開発⽬標（MDGs）の後継として，2015 年9 ⽉の
国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて記載された 2016 年から 2030 年までの国際⽬標です。
持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲットから構成され，地球上の誰⼀⼈として取り残さない（leave no 
one behind）ことを誓っている。 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 


